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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成23年8月4日(2011.8.4)

【公表番号】特表2010-531219(P2010-531219A)
【公表日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-038
【出願番号】特願2010-513623(P2010-513623)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｊ  29/80     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  35/10     (2006.01)
   Ｃ１０Ｇ  11/05     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｊ  29/80    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｊ  35/10    ３０１Ａ
   Ｃ１０Ｇ  11/05    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月14日(2011.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　供給原料として石油炭化水素を用いた、接触分解、または、熱分解によって、軽質オレ
フィンを製造するための触媒は、３つのタイプに分けられる。第一タイプは、酸化物を基
質に用いる担持金属触媒であり、例えばＵＳ３，５４１，１７９、ＵＳ３，６４７，６８
２、ＤＤ２２５，１３５、および、ＳＵ１２１４，７２６に記載された触媒であり、当該
触媒は、ＩＩＢ、ＶＢ、ＶＩＩＢ、およびＶＩＩＩＢ族の金属素子を担持するために、Ｓ
ｉＯ2、Ａｌ2Ｏ3、または、他の酸化物を基質として使用する。この種類の触媒は、軽質
の供給原料（沸点範囲２２０℃未満）の接触分解によって軽質オレフィンの製造を行うの
に適するのみである。第二タイプは、例えばＵＳ３，７２５，４９５およびＵＳ３，８３
９，４８５に記載された触媒や、ＤＤ１５２，３５６に記載された触媒などの複合酸化物
触媒である。上記ＵＳ３，７２５，４９５およびＵＳ３，８３９，４８５に記載された触
媒は、主成分としてＺｒＯ2および／またはＨｆＯ2を用いるとともに、活性アルミナと、
Ｃｒ2Ｏ3、ＭｎＯ、およびＦｅ2Ｏ3から選択される少なくとも１つの複合材料と、アルカ
リ金属酸化物またはアルカリ土類金属酸化物から選択される少なくとも１つの複合材料と
を含有する。上記ＤＤ１５２，３５６に記載された触媒は、軽質オレフィンを製造するた
めに、炭化水素油を分解する触媒として非晶質ＳｉＯ2・Ａｌ2Ｏ3を用いる。第三タイプ
の触媒は、ゼオライトを含有する触媒、特に、ＭＦＩ構造化ゼオライトを含有する触媒（
５員環高シリカゼオライト）である。このタイプの触媒は、単独で、または、接触分解の
添加剤として用いることができる。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００３】
　ＪＰ６０－２２２４２８には、ＺＳＭ－５ゼオライトとＡｌ2Ｏ3とを含有する触媒を用
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いて、６００～７５０℃にてＣ5～Ｃ25パラフィンを接触分解することによってＣ2～Ｃ4

を製造する方法が開示されている。
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